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尿
路
結
石
の
研
究
（
第
七
同
報
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
　
倉
　
　
清

　
大
正
九
年
八
月
よ
り
昭
和
七
年
十
二
月
に
至
る
迄
の
慶
火
泌
尿
器
科
教
室
に

保
存
せ
ら
れ
し
尿
石
一
三
二
例
に
就
て
外
野
的
鶴
察
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
的
観
察
尿

石
の
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
線
透
過
の
實
瞼
的
了
察
、
割
面
の
樽
造
、
化
學
的
野
察
等

に
就
き
詳
細
に
報
告
せ
り
。
（
富
板
抄
）

日
本
泌
尿
器
科
學
會
雑
誌

（
昭
和
十
年
七
月
）

第
二
四
巻
第
七
號

腎
摘
出
に
劃
す
る
腹
膜
外
前
腹
壁
切
開
法
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
　
岡
　
　
徳

　
著
者
は
腎
摘
出
に
際
し
、
腹
膜
外
前
腹
壁
切
開
法
を
行
ひ
て
、
其
利
黙
を
墾
・

げ
本
法
は
腎
摘
出
に
封
ず
る
正
規
的
手
術
と
見
倣
す
と
云
ふ
。
（
富
板
抄
）

國
卵
性
双
胎
の
雨
兜
に
現
は
れ
た
る
馬
蹄
鐵
腎
に
就
て
（
二
例
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
岡
　
勝
　
衛

　
一
卵
性
双
胎
の
爾
晃
（
推
定
月
齢
六
胎
月
）
に
現
は
れ
た
る
馬
蹄
鐵
腎
に
継
て

形
朕
、
位
置
及
臨
き
、
動
瞬
脈
及
異
欺
腎
懸
…
脈
に
就
て
報
告
す
。
（
富
板
抄
）

副
睾
丸
結
緩
の
五
百
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
弘
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
周
三
郎
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抄
　
　
　
　
録

　
著
者
等
ぱ
副
睾
丸
結
核
二
言
五
〇
〇
例
に
就
て
、

因
、
主
訴
、
副
睾
丸
及
轍
三
管
の
籏
二
上
の
所
見
、

細
に
報
告
す
。
（
富
板
抄
）

日
本
泌
尿
器
科
學
會
雑
誌

（
昭
和
十
年
八
月
）

内
尿
道
切
開
術
に
就
て

頻
度
、
年
齢
、
患
側
、
，
誘

A
口
併
症
山
療
法
等
に
就
き
詳

第
二
四
霧
第
八
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山
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著
者
は
十
例
の
尿
道
狡
窄
症
（
九
例
は
淋
疾
性
疲
痕
狭
窄
、
　
一
例
は
外
傷
に

起
因
せ
る
電
の
）
に
録
巴
頓
O
づ
O
Φ
ロ
＜
①
氏
尿
道
切
開
刀
を
用
ひ
て
内
尿
渣
切
開
…

術
を
施
行
し
外
尿
道
切
開
術
…
に
比
す
れ
ば
其
術
式
の
簡
軍
な
る
事
と
紹
過
の
迅

速
な
る
黙
に
於
て
遙
か
に
優
れ
り
と
云
ふ
。
（
富
板
抄
）

双
胎
兜
に
於
け
る
腎
静
脈
の
異
常
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
岡
　
勝
衛

　
一
卵
性
及
二
卵
性
双
胎
の
爾
児
の
各
、
一
一
二
二
に
於
て
其
二
一
欝
M
豚
の
異
常
に
っ

き
、
同
一
組
の
双
胎
見
相
互
間
及
卵
性
を
異
に
せ
る
爾
種
双
胎
問
の
比
較
考
察

を
試
み
た
り
。
（
富
板
葺
）

国
運
手
術
の
實
駿
並
に
岱
明
に
結
す
る
二
、
三
の
観
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
正
大
勇

　
署
者
は
包
韮
手
術
…
精
を
使
用
す
る
術
式
及
縦
細
振
斜
切
法
な
る
循
式
の
二
種
の

方
法
を
創
案
し
其
長
所
を
畢
げ
、
二
八
五
例
中
二
七
一
例
に
施
行
し
其
杢
實
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
蹴
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四
四
七


